
新産業創出・マテリアル・バイオ革新に向けた新技術先導研究
プログラム 令和4年度予算額 13.9億円（13.4億円）
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事業イメージ

事業目的・概要

⚫社会課題が加速度的に複雑化・多様化する中において、新産業創出の

ためには、既存技術の延長だけでなく、従来の発想によらない、革新的か

つインパクトのある技術の原石の発掘・育成が重要です。

⚫特にマテリアル分野は、我が国が掲げているデジタル社会やグリーン社会の

実現に向けては、革新的なイノベーションをもたらすマテリアルの社会実装

が必要不可欠であり、新たにマテリアル政府戦略を策定するなど、今後日

本として力を入れていくべき分野です。

また、バイオ分野は、市場の急成長が見込まれており、新たに策定され

たバイオ戦略フォローアップにおいても、バイオテクノロジーの活用によるイノ

ベーションが期待される分野の研究開発を着実に推進することとしていま

す。

⚫本事業では、ハイリスク・ハイインパクトな技術シーズを選りすぐり、将来の

国家プロジェクト等につなげる先導研究や政策の方向性を検討する技術

戦略策定を実施します。

成果目標

⚫平成３０年度から令和９年度までの１０年間の事業であり、令和１１

年度時点で本研究成果を活用した計１４件の本格研究開発（国家プ

ロジェクト）の創出を目指します。

国
民間企業、大
学、公的研究
機関等

(１)(２)(３)
交付金 委託

(研)新エネルギー・産
業技術総合開発
機構（NEDO）

(４)補助金
（定額）

（３）技術戦略の策定

（１）新産業創出に向けた先導研究

新産業創出や社会課題解決につながる革新的かつ社会へのインパクトが大き

い技術の原石を選別し、研究開発を実施。

国として実施すべき技術分野を
優先順位付けし、各技術につい
て技術戦略を策定。

（４）ムーンショット型研究開発

挑戦的な研究開発を実施するムー
ンショット型研究開発制度の推進。

（２）マテリアル・バイオ革新に向けた先導研究

マテリアル・バイオ分野における革新的シーズや政策ニーズの発掘・育成を行い、
政策的重要性が極めて高い技術や分野特有の課題解決に資する技術に関し
て研究開発を実施。

対象分野 研究開発期間 予算上限（年）

新産業創出
先導研究

全分野
原則１年間

（最長２年間）
１億円/件

マテリアル・バイオ
革新先導研究

マテリアル・バイオ
分野に特化

原則１年間
（最長３年間）

１億円/件


